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??????????????…? ????? 。???????????っ????、 ?????っ ????? ?? 、??? ?????????、???、 ?????? 、? 。????? ????????っ 、????? ????? ?。??? ? ? ????? 、
?ュ?ー????????????????????????? ? ?。? っ????????? 。???????、??????????? ??? ﹇ ??? 。?? ?? 、??? ? 、???? ? ???? っ ???。????
?????????。??????????????????? ??、??????? 、???、????????、? ????????? 。?? ????? ??、?? ?????、??? っ??? 。
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（問題文C）
……………　　　　　　　　　“　，　h　囎　　　 ，　，　，　厚　駒　 　　・ 炉 ，　炉t t t t t　　　　t　　　t　　　t　　　t　　　t亨 「 ． 「一 ・ L 一 炉　，　炉　ぼ　■　「…　　　　「　　　．　　　．　　　・　　　幽，　炉　「 ， ．　　一　　　幽　　　幽　　　．　　　凹t t t tt t t t t
に園答
?????????????????????????????????????????????〔?ュー?ー????????〕??????ー????????、????ョ????????????????? 、 ??? ヵ??? ?、?? ???? ??????????? ?っ 。 ??? 、 ?? ? ?? っ? ??、??? ?? 。??? ?
???????ョ?。?????? ????ー ????????????図題?? ?????? ?????? っ? 、?? ? 。? ? ?????????? ? 、? ?? ? 、? ?? …
????????????。???、?? ．???? ???…? 、? ?? ? ? 。
?????????????? ??????。? ? ??っ?? ? 、 っ?? ? ? 、??????? ?? ?、? ? ?? ? ? 、? ?。?? ? ?? ?? っ 、? ??? 、??????? っ 。? ??? ???????
???????????。?? 、 ???????? っ 、? ???? ???。??????????、????? ?? ?? ????? ???? ? 、? ????? 、?????? ?っ ?? ?。 、
?????? 、? ? ュ ー? ???? ? ?
????? 。? ??? ?
?????????、???? ?? ????????? ?? 、?、?????? 、 ???? ?っ? ? 。?????? ? ??????、 ??? ????????? 、??????? っ????? 。
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T4
????????????
（接）
（係）
（接）
（接）
（終）
（副）
（翻）
（接）
（終）
（終）
（並）
（並）
（準体）
??56　をや　　（終）　　2
68だも　（係）　1
68　つ　　　（並）　　1
68　ても　（接）．　1
68　でも　　（｛系）　　1
68　と　　　（接）　　1
68　どころか（接）　1
68　もがなて終）　　1
68　ものか（終）　　1
68　ものを（接）　　1
68　　やら　　　（冨彗）　　　1
68　　やら　　　（並）　　　　1
68を　（間）　1
　サンプルに現われた限りの用例において，助動詞またはそれに準じるものと
して取り扱ったものは，次の32種である◎
う　　　　（推量）
き　　　　（過表）
けり　　　（過去）
けん（過去の推量）
ごとし　　（比況）
ごとくなり（比況）
さうらふ　（丁寧）
さす　　　（使役）
じ　（打消の推量）
しむ　　　（使役）
す　　　　（使役）
ず　　　　（打消）
〔「ざり」を含む〕
た　（過虫，完了）
だ　　　　（揃定）
たし　　　（希望）
たり　　　（完了）
たり　　　（指定）
　ぢゃ　　　　（指定）　　ます
　っ　　　　（完了）　　らし
　なり　　（指定）　らる
．ぬ　　（打消）　り
　ぬ　　　　（完了）　　る
　べし　　（推蚤）　ん（む）
　まい（打消の推量）
　まし　　　（推量）
　まじ（打消の推量）
（丁寧）
（推量）
（受身）
（完了）
（受身）
（推量）
　これらの，助動詞またはそれに準じるものとして取り扱った32語の，サンプ
ルにおける使用度数は，2，　829であった。
　上記の32語を使用度数の順に示せば，次のとおりである。
家鳴．＿置＿躍…順位　舞．＿鍵畢　　馳　．語　鐵
????なり　　　（2熔解）　620
ず（打消）43画
き　　（過芸）383
たり　（完了）266
べし　（勝闘）249
ん（む）（推量）159
らる　（受身）109
8　さうらふ（丁寧）
　　　　　　　　106
9　り　　（完了）101
10る　（受身）95
11　ごとし（比況）73
ユ2　しむ　（使役）　56
13　　たり　　（指定）　　51
　　　281
?????????? ???（指定）
（使役）
（完了）
（過芸）
（希望）
（打消）
（丁寧）
??????
　　21　う　（推：量）　4　　25　まじ（打消の推蚤）　　28　さす　（使役）　董
　　2日ごとくなり（比況）　　　　　　3　28ぢゃ（指定）1
11補臨il競灘驚ll竃ヒ灘；｝
　　25っ　　（完了）　3
　使用度数の分布概観　助詞・助動詞の使用度数を上位から累計して，延べの使
用度数に対する％を計算してみると，自立語のそれにくらべて大きな違いがあ
ることを知った。
延べ使用度数に対する（％）襯麟
　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　郵便報知
自　　立　　語
総合雑誌　　　婦人雑誌
1雛正～5の小計i7・．4
順塑・塑！15・6
69．　3
20．　2
6．　8
3．0
！O．　2
4．　0
6．　0
3．5
　　　　’t；一f　1　s6．　e　sg．　s　1・　g．　s　14．2　g．　s
　助詞・助動詞の場合は，上位の5藷で古く圧倒的大多数の使用度数が出つく
してしまい，上位10語の累積使用度数は，じつに全使用度数の9割近くを占め
ることが注薄される。
　匁俸と用語との関連　鵬治初期の新聞の用語』では，自立語で，使用度数の多
いもののうちから適当なものをえらんで，硬文体と軟：文体での用語の使い分け
の状況を調査した。そこで，助詞・助動詞についても，似たような調査をここ
ろみたところ，ほぼ次のような状況が推察された。
助　詞
硬：文体でよく
硬われたもの 軟交体でよく使われたもの
ども（接）
のみ（副）
や　（終）
をして（格）
をもって（接）
が（接）
ど（撞）
助動詞　　ざり（打消）
　　　　たり（指驚）
ず（打消）
候丈体でよく使われたもの
でう（擾）
ところ（搬）
さうらふ（丁寧）
（山田・見坊）
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特殊問題の調査研究
同音語の調査
　第一資料研究室では，正書法に関する基礎問題についての資料の収集および
調査を行なっているが，昭和33年度は，その一一環として同密議の調査に着手し
た。今年度は第1年麟である。調査は，松尾捻，市川孝，大久保愛が担当した。
　1．調査の目的
　今日，国語改良諸施策の実施に伴って一一一・般文章における，かなのしめる比率
が高くなっている。現在，社会に行われている漢字かなまじり：文が，しだいに漢
字まじりかな文になる傾向であるが，そこから従来は漢字の裏に隠れていた，
蓑言上のいろいろの問題が表に出てきて，新たにその解決をうながす事態を生
じている。同音語が問題とされるのもその一つのあらわれであろう。この傾向
がさらに進んで，将来，かなばかりで文章が書かれるような事態が，もし起こ
るとしたならば，同音語がどのような読解上の支障を起こすかを，われわれ
は，あらかじめ調査しておく必要を感じる。これが調査の第一の瓢約である。
　ただ，その際，この調査の前提には多少のむりを伴うことを考えなければな
らない。もし，かなばかりで交章が書かれるようになれば，必ずや，むずかし
いことばづかいや誤解しやすい語は，自然に言いかえられていくであろう。し
かし，われわれの研究は現行の文章を塞出としている。そのどの部分が，将来
言いかえられる可能性があるかを予測することはできない。したがって，この
研究は，現在漢字を用いて書かれている文章がそのままかながきになったとし
たら，という想定のもとに考えてゆくほかはない。
　さらに，われわれは，同音語による支障が起こる条件を分析してみたい。そ
れは隣難な作業を伴うと思われるが，もし，その条件のいくつかを推測し得る
ならば，進んでその処理の可能性についても検討してみたい。ここに第二の臼
的を定めた。
　2．調査の資料
　　　　　　　　　　　　　　　　183
　この調査は，現代の社会各方面で行なわれている文章を資料にすることが望
ましい。しかし，葦礎的な大規模な調査を行なうことは，許されない事清にあ
るので，調査の資料を既成の資料に求めた。今園の調査の基本的な資料として
採用したものは次のものである。
　1　同音語類音語集（衆議院速記者養成所，昭和29年刊，非売品）
　　これは，衆議院速記者養成所の用語教科書兼参考書として編まれたもので，語彙は
　国会の速記録，衆議院記録部編「国会のことば」，日本速記協会編「会議録用字の手引
　き」その他法令用語辞典の類から選んだもの，また用例は「国会のことば」からとウ
　たものであるという。したがって，その範囲が国会における網羅に限られるきらいは
　あるが，具体的な話しことばからの採録として鏑値あるものと思われる。
　E　明解圏語辞典
　盟　広辞林
　IV　広辞苑
　V　新聞用語辞典
　韮以下のものは1の欠を補うために調査した。ただし，W，　Vは必ずしも全
語彙にわたっては調査しない。補充資料として「広辞林」を選んだのは，この
辞書が比較的古風な漢語を採録しており，同膏語のリストを作るには，古風な
用語であっても，一応採録すべきだと考えたからである。このほか，日本放送
協会編の「同音語・類音語」　（昭和16年刊）を参考にしたQ
　ところで，資料を上に述べたようなものにとる関係で，どうしても手の及ば
ない部分が嵐てくることが予想される。
　（1）連語と単一の語との間の同音語，たとえば，会いたいと縮対。辞書には単一の語
　　しか登録されないから，辞書を資料とする限り連語はほとんど出てこない。
　〈2）複合語のある種のもの，たとえば，重大低下と十大事件のようなものは，辞書の
　　構成からすれば，重大と事件とに分けて登録され，重大事件も十大事件も出てくる
　　ことはない。
　このような：資料上の欠陥を救うため，採録の際に極力注意することにし，ま
た，別途の資料で補うなどを考慮している。しかし，具体的な文章を資料とし
得ないのだから，根本的には解決できない。その点については他臼を期するこ
とにした。
　3．調査の計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　284
　墨；初の計画は次のようである。
　1　上述の資料からあらゆる同音語をぬき出し
　9　その語が具体的な文章に用いられたとき，次のような諸点でも全く豆男1∫
　　がっかないか，あるいはそのいずれかの点で区：別がつくかを推定して検討
　　する。
　（1）位相　　（2）品詞性の異岡
　（1）位相については，次のようなものが考えられる。
　　（イ）専門語　専門の分野でしか使われないと思われるもの…法律用語・軍隊用語・・
　　　理学用語等
　　（n）特殊な職業に属する人々，またはある狭い年令周の人々の間では，話しことば
　　　にも使われるかもしれないが，一般には話しことば（したがって，これに基く：文』
　　　章）には使われないと思われるもの…阿鳩（海女・尼に対して）
　　㊥　慣用語旬としてしか使われないもの，または慣用語句ほど一定した表現をとら
　　　ないが，地の語との結びつきが一，二の語に限られているもの…危地・騎虎
　　（＝）交章語としてしか使われないと思われるもの…危儂・誰計
　　（t）現代語としては，話しことば，書きことばを通じてほとんど罵いられないと思．
　　　われるもの…蟻客・欝欝
　②　品詞性の異調には，圃類の品詞の組み合わせでできる同音語，異根調の
組み合わせでできる属音語が考えられ，前者は後表に比べて，同二欝語としての
支障を起こす可能性が多いと予想される。
　猛　上述の（1）（2）t’こ基づいて，採録したあらゆる同音語の中から，いくつかの・
　　まぎれやすいと思われるグループを推定してぬき出す。
　ある語の位相とは，その語が嵐てくる話の内容を反映しているものであると
考えられるから，位桐が違うということは，話の内容がおのずから違っている，
ことであろうと想像される。したがって，異なる位相に属する各々の語が，た
とえ感じ音であっても，実隙こは話の内容の違いによって，どちらの意味で使
われたかを判断することができるであろう。そう考えられるとすれば，位相が
異なるものと位相を同じくするものとを比べれば，まぎれる可能性は前者の方
が低いと考えられる。こうして，位相と品詞性の三岡によって，同音語のまぎ
れやすさの段階をつけることが可能かどうかを検討する。
　IV　語構成の颪から考える。
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　盟によって得た段階づけは，なお主観的な判断に基づくところが多い。この
欠陥を，得られた各グループについて，その語の形態的特徴をとらえることで
吟味してみたい。語構成からみた場合に考えられるのは次の点である。
　その語が漢字で書かれた場合を考え．，
　（イ）複合語の後半の文字が共通するもの
　（V）複合語の前半の懸字が共通するもの
　⑭　複合藷の前半・後半とも文応が異なるもの
．以上の種々の点から見て，同音語の支障を起こし得る条件を分析し，段階づけ
の可能性を検討する。
　4．調査の実施
　昭和33年度は第1年度として，まず前述の資料から同音語をぬき旧すことに
↑終始した。拙出したあらゆる岡音語の概数は48，000，さらにその中からぬき出
した，研究の対象とし得べき同音語のグル・・一プは，一部を検討した結果から推
ttｹば約6，0GOと推定される。
　なお，当面の対象として取りあげたのは，書きことばに．おける同音語の問題
「であるが，同音語の問題はもちろん話しことば1こおけるものも調査しなければ
ならない。上述の調査の範鵬でそのための準備も合わせ行なっているが，根本
的には社会魯方面の回心の録音を資料とする必要があるので，第二次の事業計
「画として考えたいと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松尾）
中国の文字改革に関する調査
　外回の国語国字問題に関する調査研究のうち，中国大陸を対象とする昭和33
年度の調査の概略は次の通りである。資料の収集とその調査には，村尾力が轟
たった。なお以下の記述は，昭和34（’59）年6月1日現在である。
　1．　中国の言語政策の踊に重点をおいてながめると，158年を中心として，
：大体以下のような動きがあった。
　t58年1月の致治協商会議全国委員会において，周恩来首相はr当面の文字
敏革の任務」と題する報告を行なった。報告は墨面の問題として，漢字簡略化，
共通藷の普及，中国語表音案（ロー一　“字つづり方）の糊定普及の三つをあげ，
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それぞれについて説明を行なっている。たとえば，漢字改革について，改革に
反対する者はとかく「のどもと過ぎれば熱さを翻る」で，かつて味わった学習
の難を忘れがちだ，交盲が漢字を覚えてゆく苦しさを忘れてはいけない，とい
って改革を説明する。またすでに公布された略字についても，たえず整理と修
正をしているが，それが試用でなく正式決定として公布の略宇であっても修正
を加えてよいといい，また現行略字のいくつかは日本のものを採用したと述べ
ている。ローマ字表音案については，「初めにはっきり需っておきたいのは，
これは漢字音の標記や共通語の普及のためのもので，漢字にとって代る表音文
字ではないということだ」，（将来の交字をどうするかについては）「今は結論
を急ぐ必要はない」という。そして最後に，文字改革は全人民に関わる大事ゆ
え慎重にやっている，仕事に欠点があれば改めていく，在来は文字改革の宜伝
がたりず誤解さえ受けていた，今後は宣伝に努力して誤解を除きたい，6億の
入室が：文化的後進状態からぬけ出すため，文字改輩を理解し支持し，ド画論」
でなく「促進」されるよう希望する，と結んでいる。文字だけについて報告の
要旨を約書すれば，「一方では漢字の隠題を簡略化し，他方ではローマ字によ
って漢字注音（ふりが衡こ梢楽）する。すなわち，漢字の読みと書きの困難を
軽減して，大衆の文字掌握に便ならしめる」ということである。同年2月の第
1期第5園全国人民代表大会では，文字改革委員会の呉玉章主任が「当面の文
字改革と中国語表音案についての報告」を行なっているが，主旨は周菖相報告
と同じである。
　上言己報告がいうように，中国豊幌の書語文字問題は，文字改革（漢字簡略化
とロ・・一　＝1字表音案の普及）および共通語の普及である◎またこれらの総合され
た実際の社会問題として，広大な素謡の識字運動とか共通語普及運動があり，
更には少数民族の署語文字問題がある。そして’58年には，全面的国家大躍進
の風潮と表裏して，これらの問題，運鋤にもそれぞれに進展の跡がみられた。
　なお上記の共通語（原名は普通話）普及ということには，共通語の確立，そ
の規範化，その学習法に関する研究（語音，語囲，語法すべてを含む）が伴い，
少数艮族については，少数民族の方言調査とその共通語選定，文宇麟定という
調査研究が伴っている。またノ58年には，これら調査研究の立場の確立，すな
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わち，いわゆるブルジョワ階級雷語理論の批判と新理論の探求という動きもみ
られた。
　2．漢字簡略化についていえば，’56年1月に，一部は決定，一部は試用と
して国務院名義で公亦されたものは，実際には計545字（ほかに偏勢簡略54種）
であり，’58年1月現在で～般の新聞雑誌で実施されていたのは，そのうちの
355字であった。
　　　　このほか，文掌敢革委員会と文化部とが共岡通知で出したr異体字整理」によ
　　　る整理があって，実際に目にふれる略字（及び羅宇とみうるもの）は，上記355
　　　プラスαである。〔国立国語研究所年報9．p．158参照。）なお，小学国語教科書の
　　　類では，　is6年1月公布のほとんど全部が行なわれている。
　かくて，一般新聞雑誌でまだ試用されない字が残っている訳であるが，その・
うちの70字がs58年5月から試用されることとなり，一般紙上にも登場するよ
うになった。これは，文字改革委員会と文化部との共同通知の形式で串され，
まず北京の新聞雑誌から実施し，各省市もできるだけはやく用いるように，と
なっている。その一端を実例で示せば（・印のもの）
楚多（三郷）
E．F　i］，ft（猟師〉
葎制　（索制）
醒解（陰陽）
捕虜（捕虜）
球茎（墳墓〉
イ令受　（憐愛）
奄毒（癒毒＞
L舌父k無敵）
棋盤（棋盤）
誉粂　（謄録）
郁近，（隣近）
詞書　（叢書）
鉄遊　（躍進）
殊勲机（馨岩機）
二三揮（経済欄）
ム姶　　仙嶺）
輩炎　（塩類）
机掬　　（機構〉
の如きものである。かくて圏務院公布の個々の簡略字で，決定，試用を閥わず
一般新聞雑誌で用いられているものは，159年6月1臼現在で計425字となっ
ている（’56年2月1日から260字t，購6月1日から95字：，　’58年5月15臼から・
7◎字）。
　ts6年1月公布の54種偏牡牛化による略字は，その一部（30字）を除き，一一
般新聞雑誌では活字としては用いられていなかったQ一部教科書とか一部単行
本標題などで用いられるだけであった。しかし，この偏労簡化による略体活字：
も，’58年4月からは新聞（人民日報）にも少しずつ現われるようになってぎ
た。たとえば
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　　丹民　（脹）　張（張）　娩（焼）　　ヨ1毛　（暁）　　寺　　（専〉　　佑　　（｛云〉
　　車参　　（車云）　　　蓬　　（違）　　　ヂお　　（イ蒙）　　　囹　　（囲＞　　　」2F一　（ま尺）　　ラ季　　（沢）
　　凌（廃）　抜（翻　　冥応〉　森（凍）　多系（練）焼（煉）
　　螢　　（盤）　　　蛋　　（聾）　椿（橋）　　・併　（イ喬）　　1人i道塗　　（認識言禽）
等々の類である。しかし，日によっては1日字体に戻したり，また同じffでも記
事欄の別によって面体を並覚したりして，きわめて柔軟性ある使い方をみせて
いる。
　以上のように，略字は次第に通行している訳であるが，その普及とともに，
現在の公認略字が少なすぎるという不満がおこってきた。呉玉章の前記報告に
も，常用字でまだ簡化されないものとして，鼻，鼠，饗，整，翻，舞，感，その
他をあげているが，こうした常用字の全面的簡化要望は当然の勢と思われる。
’57～158年度の関係専門誌にもこうした要望の声はかなり出ており，また実際
の手写にはかなり自由に略掌が用いられ，時には多少の混乱もおこしているよ
うである。かかる要望にこたえる第2次簡略案も用意され，やがて発裟される
と伝えられる。またげんに’59年春からは，公刊される大衆向字典の一部には
豪局の新婦恵存字を取り入れたものもある（かように実際的にどしどし進めて
φくやり方は，異体字整理などについても同様である）。たとえば上例諸字につ
いてみると．
鼻（鼻）　鼠（鼠）　富（署）　釜（整）　悉乙（翻）　午（舞）　志（感）
のごとくに簡化されて公刊されている。こうした経緯をここに一濾したのは，
中国の漢字箇化とは畏衆の中に基盤をもっていること，従って全面的に不断に，
発展する改革であること，またその実施の方法は弾力性に富んでいること，な
どに注Hしたからである。
　なお古典などの旧：文献の出版についてみると，157年度には，一一律に略字や
代用宇を使用したものがかなり串版されりわれわれ外国人には特に読みづらい
感を与え．たが，　’58年度からはこの：方面での改善の傾向がみえている。現行の
代用字（頭髪→頭発とする髪発の類）を避けたほか，単なる筆画簡化で他字と
の混乱がおきないような略字をも，IH繁体で印刷する旧文献刊行をみかけるよ
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うになってきている。ことに古典の閲有名詞などは授覚的にも安定した要素を
もつもので，荘子や孫子が→庄子や弥子と改まることには，一部では多少の抵
抗を覚えるのであろう。古典と簡略字（筆画簡略字，心音代用字，異体字）の
関係は，慎重を要する問題であろう。
　漢字に関しては以上のほか，言語政策の一実際面として，「呉玉章の前記報告
にも述べられているものに，むずかしい漢字（常用でないもの，覚えにくいも
の，爾数の多いもの等々）を用いた地名を書き換える問題がある。地名書き換
えの件は文字改革委員会を中心にはやくから調査されていたが，　’58年10月に
は岡会が各省各地の人罠委員会あてに，代案を添えて更改の件を建議した。た
とえば，　郷郷→含丹，　深別→深鎮（別と鎮は同音同調）
のごとくで，すなわち，書き換えの代用字とは，書きやすく覚えやすい同音字
を原則とする。同音といっても時に声調を異にする場合があり，また当該地方
の方琶音による同音，つまり標準音からみれば少しく異った場合もある。これ
らは地方自体の希望によるもので，建議案の：方は上記漂則にたっている。建議
案自体は全国の関議する地名について用意されているが，これらの更改が法律
的にいかなる手続でいつ発効するか等については，なお調査未詳である。
　3．　ローマ字については次の通りである。t56年1月に中国語表音案の草案
が広く発蓑された。これはローマ字字母中Vを除く25字母と，（ら，il，η，＄，
Z，の5字母を加えた計30字から成り，できるだけ1音1宇母を原意としたもの
であった○以後1年余これに関する一般の討議改修が行なわれ，f57年エ1月に
至ってその正式草案が国務院全体会議を通過成立した◎これはローマ毛母26字
だけでまかなうもので（さらlc，　．．　V字は外来語などの専用となっている），前記
1音！字の原則は放棄された。この案が’58年2月の第1期第5圓全国人民豊
凶大会を通過し，「漢語表音方案」として正式に成立し，以後各方面で使用さ
れている。方案は，字母表，堂幅表，字母表（つづり：方の原則を含む），声調符
号，隔心符号の5部からできている。いま具体的な数例を次にあげる（愚心の
の括弧内は，英文の中で在来逓行ずるWade式系統である。）
　　中国　　Zhongguo（Chungkuo）
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　　dヒ哀　　Be三jing　（Peking　or　】Pekin）
　　広東　Guangdong（Kuangtung　or　Canton）
　　青島Qingdao（Chingtao　or　Tsingtao）
　　杏梁　Xing－xian（Hsing－hsien）
　　磁暑罠口　　C三qikou　（Tz‘uch‘ik‘ou）
　　毛沢東　Mao　Zedong（Mao　Tsetung）
　以上のように，中国語に基く独自の味をかなり強く反映したものである。わ
れわれ日本人が，このつづりによってこれを臼本式ローマ寧発音なり，あるい
は臼本式英語発音しようとしても，ときに困難を伴うものといえよう。
　如上の公布までの経過について再減すれば，草案が世に出てから2年を費し，
しかも草案とはかなり異なった方案が成立したのであって，この間ζこは一部宇
典や綴版物，識字教育や実験学校において，草案方式が実行されていた訳であ
る。こうした経過を精神的物質的の空費とみるか，あるいは社会的な大実験と
して有意義にみるか，それは人によって異なるであろう。
　さてローマ字表音案の当爾の踊勺は，前記の周呉両報告にいうように，漢字
への注音として活用し，漢字習得，標準音習得の補助手段として用いることで
あり，具体的にはまず学校教育にとりいれ，また北方語地区の文唐識字教育に
利用し，子供向読物，通俗読物のルビに応用するものである。ある期間後には，
電報や品種信号の方面に応用することも考えられている。かくて’58年3月に
は中央教育部から，　t58年秋の新学期以降，小学1年，中学1年，中等高等師
範の各1年生は「可能なる隈りこれも教学すべき」旨の通知が出され，また丈
蜜の識字教育にも実際に応用されて漢字習得に効果ありとも伝えられる。一般
新聞もその記名題字（ただし題字だけである）の下にそのローマ字書きを加え
るようになり，mh般単行本の中にも，表紙や扉や奥付などの書名，著看名，発
行者名などにローマ字注音するものが畠てきた。街頭の各種標示板，看板など
の一部にもローマ字注音が少しく行なわれつつあるともいう。もちろん，ロー
マ字普及を濤的として，漢字全文にローマ字注音をした特殊新聞や各種小冊子
が出ていることは匂うまでもない。
　注音という場合，数年前から行なわれている一般刊行物の横組み，横書きは
有利な条件を提供しており，各漢字の上にローマ字を並べてゆくのは比較的容
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易である（もちろん美醜の問題は論外である）。そして注音は，漢字各字の上に
独立して付すことを原則とするが，時には多少の分かち書きを行なう場合もあ
る。たとえば「人民日報」なる題宇に．対しては，漢字から少しく距離をおいて
RENMIN　RIBAOの如くにローマ字書きを行なっている。単なる漢字1字
ごとの注音形式から，こうした語単位の分かち書き注音へと移行しうるか否か
は，将来への大きな問題であろう。ただしいずれの形式にせよ，ローマ二二音
する出版物はまだごく少数の蒋殊娼版物だけである。またローマ字をけぎらい
する一般感情も少なくないようである。しかし四，五年もたてば，ローマ字を
学習した小学生だけでも約1億に達する予定であり，ローマ字はかなり見なれ
た文字となって，．単なる反感とか食わずぎらいはかなり軽減するであろう。
　言語学的にみた場合，今後のロ　一一マ字文成立の前提条件，準備としては，共
通語の確立普及，調音異義語の処置，分かち書きの規綱，などが大きな問題で
あり，後の二者は問題としてわ力二本と共通する。これらに対する研究も行な
われており，ことに分かち書きについては，H本の研究に対しても調査が行な
われているように思われる◎
　なお，’58年9月に中央郵二部は，同年10月1日からローマ字電報を開設す
る旨の通知を出しているが，その実状についてはなお未詳である。
　4．文字問題に関連するので，文盲一掃運動，識字教育について一書すれば
次の通りである。報道（’58年）によれぽ，ここ3～5年内に文商をなくし，151
年ぐらV）さきには全国の青壮年を二二程度にまで高めたい，という罵標のもと
に教育活動，識字運動が行なわれている。文盲一掃における在来の一般的基準
は，農民の場合，3冊のテキストによる3段階をへて計1，500字見当を覚え，
できれば300字ぐらいまでの短文を書くというもので，1日に1時間半ずつ1
か月あるいは2か月，実動400～450時闘を要しているようである。つまり，1
日に平均約30字をたたきこむという訳で，かなり速成強行のゆき：方である。こ
の45G時間を何とか250時間ぐらいに短縮したいのが一部関係者の希望といわ、
れるが，そういう教学法は確立されていないようである。t58年の大躍進風潮
に呼応して文盲一掃運動も大々的に行なわれ，’58年12月現在の報道によれば
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学習に参加した青壮年はエ億人（それ以前の8年閥総計の3倍以上）という強
行ぶりである。この数牢と社会の急進展とをにらみ合わせて，文字改革は略字
の徹底だけで十分ではないか，と説く者も一部に出ているようである。しかし
漢字習得という技術面からみただけでも，　「復盲現象はかなりきびしい」よう
である（一般報道では，復盲率は30％から50％の間にある）。ことに，旧来常識
的によくいわれる標準，すなわち「新聞を読むためには3千5百字，大学卒業
程度なら五六千字，古典解読にはユ万字」を要するという標準を考えるとき，
今日の文盲一掃運動と略字だけでは問題解決に不十分のようである。
　上記の復盲現象を防止，軽減する手段としても，揖一マ字字母は効果がある
と伝えられ，次第に利用される傾向にあるという。注音識字用としてのローマ
字学習（たとえば印三体小文字を主とする学習）には僅々20時間でたりるとか，
字母の利用は独習を可能にするゆえ，基準数以上の漢字を習得しうるという報
告例もあるし，呉玉章も，某地でのローマ旧注音効果を賛美したついでに「こ
うしたやり方によって3，000～3，500字を覚え，自由閲読ともなれば願ってもな
いことだ」と希望を述べている。しかし補助手段としてのPt　一一マ掌利用には限
界があろうし，これが十分な解決策とは考えられない。
　以上の識字運動を一言でいえば，’58年度の運動は大躍進風潮の中で大強行
軍として行なわれ，：文宇についてみれば，｛E来の簡略漢掌のほかに，P一マ字
が補助手段として少しく登場してきた，ということである。　　　　（村尾）
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国語関係三献の調査
　国語に関する学問の一一般を知り，あわせて学界の動向や世論の動きをとらえ
るために，前年度に引き続き，次のような文献調査を行った。
1　刊行書の調査
　国語学・国語国字問題・国語教育・欝語学・言語技術・国語資料・辞典およ
び国文学などの新刊書について，書名・著（編）町名・発行所・発行年月・型・
ページ罪ならびに内容を調べ，カード化した416冊（1958年1月～12月）の
分類蟹録を作らた。
　刊行書の分類とその溺数
般　一学三
????
1國語国字問題1
塵瀟
E・・・…ケーシZ・1
［緬騰集1
1臨糖一瞬
学習指導一般
読みの指導
読書指導
　36
　18
　13
　　7
　　8
　　9
計里
　旦
　璽
　一一｛｝
　2L7
　　2王
　　2e
　　5
　　12
文法指導
作　文
その他
学語
?
厘文学一劃
宮内
綴
近代・現代
作家論
詩・短歌・俳旬
文学史
その他
　　　　　3
　　　　　6
　　　　　8
　　計z蚤
　　　　里
　　　　17
　　　　y
　　　　33
　　　　12
　　　　24
　　　　11
　　　　23
　　　　32
　　　　13
　　　　　3
　　計唖
盆蓋L忍璽
この目録は，下記の雑誌論文，および新聞記事の目録とともに，当研究所編
「国語年鑑」　（昭和34年版）に掲載されている。
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li　雑誌論文の調査
　盗研究所購入の諸雑誌，ならびに寄贈された大学や学会・研究所などの逐次
刊行物から，関係論文・記事を調査し，題9・筆看・略名・発行年月・巻号数
およびページ数などを記載したカード2通を作り，分類別・雑誌捌のカード目
録を作った。採録した論文・記事の総数は1，948点（1958年1月～12月）に達
した。
　論文・記事の分類とその点数
匡語学i
圏語一般
圃語学上の諸聞題
?
語
?
?????
??
????? ?
唾壷」
音韻・音声一般
音韻の変化
アクセント
［璽
：文法上の諸問題
文法の史的研究
昂　詞
現代語法
語彙【
語彙一般
語旬（書語）
語旬（現代語）
新語・外来語
　　5
　　18
計鐙
　　9
　　8
　　19
計堕
　　30
　　6
　　11
計壁
　　41
　　38
　　19
　　18
計116
????? ?
二種用語
名づけの問題
歴の潔
万葉・源民。平家・その勉
｝文函
丈字一般
漢字・かな
カΣなつカtSい
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巨体！
文体・表現
近代以前の文体
境代の交体
：文学と誉語
翻訳の問題
方　鷺
方隅一三
方雷の音韻・文法
各地の方言
　（北海道）
　（東北地方）
　（関東地方）
　（中部地方）
　（近畿地方）
　　5
　　6
計123
墾
　　12
　　1e
　　4
計璽
　　32
　　20
　　12
　　29
　　9
計102
『???
???????ー
（中国地方）
（四国地方）
（九州地方）
1敬司
匡こ羽
講瀟1
言語技術一般
実務技術
Eス・…ニケーシ・ヨ
　　15
　　8
　　9
計璽
　　L3
　　且
　　21
　　4
計鐙
??????
国語品題
国語問題一般
　（誤写政策）
　（言語時評）
文宇の問題
　（国字問題一般）
　（当用漢字・現代かなつかい）
　（か　な）
表記法
　（表記法一般）
　（送りがな）
　（横書き・縦書き）
　（わかち書き）
　（句読法）
共通語と方雷
P一マ字の問題
圏語教育
国語教育一般
揖導。学習の問題
　（改訂学習指導要領）
　　9
　　22
　　3
計嬰
???
????????
　　13
　　9
　　5
　　4
　　3
　　4
　　22
計192
????????
錫く・話す
　（聞くことの指導）
　（話すことの指導）
　（話しあいの指導）
読むこと
　（読みの指導一般）
　（読解指導）
　（読iみ方の指滋）
　（読書指導）
書くこと
　（作庭教育）
　（纏縫・綴方の指導）
　（日記・手紙の指導）
　（丈集の指導）
丈　宇
　（漢字・かなの指導）
　（議奏の指導）
文　法
　（文法教育一般）
　（文法の毒薬）
文学教育
　（文学教膏一般）
　（：文学の指導）
古典教育とその指導
学力・評衝
新聞・放送の学習
醒語教科書
特殊教育
Pt一“教育
　（ローマ宇教育一一般）
　（P一マ字の指導）
幼児語
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????
??????
61
21e
13
　7
????
???
?????
??
1
　　　　　　　　　　　　　　16
　　　　　　　　　　　　　　33
　　　　　　　　　　　　　　　15
　　　　　　　　　　　　　計§母
国語資料　　　　　　　　　　互
諦翼　　　　　鍍
外麟語の研究・問題の紹介　　　　8
　（外国における国語国宇問題）　20
　（外国語の研究）　　　　　　　12
外国における臼本語研究　　　　　　4
匪1
計z2
　　塑
合　計　1，948
　逐次刊行物の分類と種別数
　A　一般刊行雑誌…・…・………・…・…・…………・169種
　　国　語・国文学　　　　　　　　45種　　総　合　誌　　　　　　　　　　4種
　文　　学．芸　　箏i寺　　　　　　　　　　　　　34　　　　　　唯鐸国関係誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
　　巨翼　　語　　教　　育　　　　　　　　　　　　　　39　　　　　　出　　ilk　　誌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
　人交・民俗　　　　7　その他　　　　 25　　新聞。放送　　　　　　3
　B大学・研究所等の紀要・報告類…・・…………・104種
聾蓋　　4？種隠究報籍　　1饗
　なお，調査した逐次刊行物は，研究断に寄贈された分（後記，「昭和33年度
に寄贈された図書の一覧②逐次刊行物の部」参照）と当所購入による下記の諸
雑誌である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銅h計量国語学
解釈と鑑賞
：文　　　　　学
文　学　研　究
国語と国文学
声
NHK放送文化
教　　　　　育
教育心理学研究
教　育　心　理
（計量：国語学会）
（至丈堂）
（岩波書店）
（交学研究会）
（東大国語国文学会）
（丸善K：K：）
（E本放送協会）
（国土社）
（国土社）
（日本文化科学社）
児ss心理　（金子書冨）
思　　　　　　想　　（岩波書店）
中　央　公　論　　（中央公論社）
理　　　　　想　　（理想社）
社会学詐論　　（日本社会学会）
リーダーーズ・ダイジェスト
　　　　　　　　（ww　H本；i｛．社）
週刊朝日　（朝日薪聞歓）
学術月報 （日本学術振興会）
灘　新聞記；事の調査
　下記の諸新聞から，関係記事を切り抜き，その整理に当るとともに，分類別
のカード日録を作った。カードの記載形式は，見出し語・（欄名だけで，見出
し語のないものは，その内容によって，適宜に題名をつけた。）紙名・筆表名．
年月日・欄名・行数・内容の順序によった。調査した紙名は次のとおりで，そ
の切抜数は1，032点（昭和33年1月～12月）である。
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（1）東京出版　（日刊）
（2）地方出版
（3）特殊新聞
（夕刊）
記事の分類とその点数
i国語1
国十一毅
国語の諸問題
1一一ti’nept　l
匿韻・翻
区法i
匿彙i
語彙一般
新語・流行語
外来語
隠　語
沓種用語
??
区互［
文体表現
翻訳の開題
巨司
方言一般
各地の方言
　　22
　　10
計墾
　　互
里
2
朝日　毎臼　読売　東京　東京タイムズ　産経隣事
日本経済
朝日　毎E　読売　東京　産経時事　N本経済
中部日本　同（夕刊）
なお，大阪の山濁募一氏，富山の平岡伴一氏など，地方のか
たがたから関係記事のあるごとに恵送されたものがある。
B本読書異聞　図書薪聞　週刊読書人　新聞協会報　その弛
　　　I
　　　i
　　29
　　26
　　18
　　38
　　10　1
計馴
叢生野
選i・・ばi
l雷語技術1
塵技術【
＝歪二1・il］
?｝
富
??
?
広幅宣
購圖
計鐙
　　多
し6
璽
（たて書き・よこ書き）
　　　　　　　　20
鐙
　　，1
　　9i
計互i
，，　l
??
計　411
　　一｛
　　15
　　8
　　18
計墾
???
国語問題一般　　　　60
雷語政策　　　　　31
　（問題語）　　　　44
文宇の問題
　（函字問題）　　　　16
　（漢字・漢藷）　　　　　26
　（当用漢字）　　　　　　473
　r当朝漢宇物諾」　461　園
　分を含む。　1鐡を1点
　と計算した。
　（カ：なつカsu、）6
表記の問題
　（表記の問題一般）29
　（送りがな）　　　　44
　（地名の表記）　　　17
名づけの問題　　　　32
敬語の問題　　　　　14
標準言吾と方言　　　　 23
　　　　　　　計835
口語教育i
国語激育一般
学習指導一一一ue
読むこと
　（読書指導）
書くこと
　（作交）
　（習字）
文字
国語の学力
鴎語教科書
特殊教育
ローマ字教育
雷語i
雷語一般
外国語
???
23
　　4
　　10
　　5
　　25
　　1e
　　6
　　11
計143
???
（外人の日本語教育）5
（問題の紹介）
塵・緻
27
?﹇???＝?
金　計　ユ，493
198
　調査紙の種類と記事の点数
朝　臼　　　　127　東京タイムズ
　　（大阪）　　22　　　　　　　　　産経時事毎　H　　　　163　 　　　　 　　　　（大阪）　　（大阪）　　6萌燗11幽噸阪・
東　　京　　　　　　　　123　　中部日本
52　i
95?
78
1
46
読　書
読書人
図　書
薪聞協会報
361印燗材料時報　　9
7掃央タイ樋儒9
471ゴヒ目オsc　9，，1，／・，　k　，，
　　　合　　言十　　　1，032
（上甲・有賀）
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図書の収集と整理
　前年度に引き続き，研究活勤に必要と思われる研究書・参考書・調査資料な
どを収集し管理した。収集の方針，整理の方法などすべて従来どおりである。
　各方面からの寄贈図書も従来と同様，当研究所の書庫の充実に大きな役割を
＝果たしている。また，本年度においては東条文庫の追加として約500点を加え
た。
昭和33年度に備えた図書の数は次のとおりである。
　　　　単行本　　購入　　　857冊
　　　　　　　　寄贈　　391冊
　　　　雑　誌　　購入　1，479騰（66種）
　　　　　　　　寄贈　　945冊（251種）
　　　　薪　聞　　購入　　　15種
　　　　　　　　害贈　　　3種
本年度宋の単行本の蔵書数は24，885冊である。
　　　　　　　　昭和33年度に寄贈された図書の一覧
　　　寄贈春名（敬称略）　　　　図　　書　　名
く1）単行本　（）内は編薯老名。寄贈港と岡じ場合は雀く。
　愛知県教育文化研究所　r十年史」
　愛知書院　「臼本文学の全貌」　（中部国交学会編）
　浅野建二　「東北大学蔵本，“踊唱歌”」
　粟田壽美衛　　「歌集，苔の花」
　石臼国語方言学会　「燈心野語」　（大北漢，岡文型編）
　石原チ可憐　「歌集蘂谷に住む」
　石原忍　「カナ二字とローマ字」
　愛媛大学　　「大出砥神社連歌」　（和田茂樹）
　遠藤嘉墓　「ことばと文学」
　大阪大学附属図書館　　「大阪大学図書醒録」
　大津市教育研究所　「大津のこども　種　小学校全学年編」「大津のこども　畷　中
　　　　　学校102の3学年編」
　越智計市　「中学一年生の教育漢字の読み方書き方の指導の記録」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　20e
羅鷲市立中央公畏館　「尾鷲のことば」　（太田寿編）
賀集寛・久保和男　「薫音節動詞の連想慨表（続報）」
金沢文庫　「金沢文鷹古文書第十輯・第十一輯・第十二輯」
鎌田庄二　　「国語教育の実践」
鎌田良二　　「阪神二方慧語法」
京都大学人文科学硯究所　F昭和三十・三十一年度東洋史研究文献類則
近畿方言学会　　「活語書誌稿続篇」　（大闘栄太郎）
宮内庁書陵部　「東山御文庫本嚢明抄」「図書寮典籍解題歴史篇」「図書寮典籍解題
　　　　続歴史篇」　「いはでしのぶ」　「むくら三」　「土右記」　「水左記　康平七年春
　　　　夏」　「水左記　康平七年秋冬」　「桂宮本叢書　第二巻・第三巻・第四巻・第
　　　　五巻・第六巻。第七巻。第九巻・第十二巻・第十三巻。第十四巻・：第十五
　　　　巻・第十七巻・第十八巻・第十九巻」
慶嘉義塾大学　　「漸道文庫善本展覧会s録」　「図書館蔵和漢書善本解題」
慶応義塾大学：交学科　　「国文学」
高知大学国語学国交学研究室　　「鹿持雅澄遺稿」
語学教育研究所　「大学進学希望者に要求すべき英語の学力の最低基準」
国学院大学図書館　「梧陰文庫fi録図書之部」
国立教育研究所　r蔵書山回（私書之部教育）」「蔵書目録（洋書之教育）」ザ蔵書目録
　　　　（洋書の部教科書羅録）」
国立国会図書館　　「逐次刊行物鼠録（昭和32年版）」
此島正年　「古代における憲格助詞“が”“の”」
小林芳規　　「古点の況山続翻」
コロンビア大学図書館　「新書目録」NQ。48，49，＝Se，51，52，53，54，55
阪倉篤義　　「新撰鳥山国語索引」　「倭語類解」　（京都大学圏語学扇：交学研究室編集〉
佐々木信綱　　「野村二二尼全集」
三省堂編修所　　「明解日本語アクセント辞典」
儒濃教三会　　「伊沢修二選集」
寿岳章子・樺島忠夫　「山下満の文章」
信州大学図書館　f雑誌目録二丈篇（昭和32年）」
菅裸馬　「玄酒（旬集）」
全目本教育系大学児童文化連盟　「現在の児童文化における諸問題」
高羽五郎　「スピリッアル修行（原文）」2，3，4
竹内強一郎　「漢字の機械化」
田町常夫　「日本語への自動翻訳のための構文操作について」「自動翻訳機！
；為晶相穂　「那岐由麓の畏俗」　「八塔奪周辺の民俗」　（岡山民俗学会編）
山師忠夫　　ヂ奄美濡雪の研究，第四編（語い）」
天理大学人文学会　「学術雑誌綜合目録（昭和20年・一32年）」
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天理図書館　「お伽草子」「独逸交人自筆集」
土層重俊　　r土佐言葉」
東京外顯語大学　r六十周年記念論文集」
東京教育研究所　r小学校低学年聞き方指導案の研究一二学年を中心に門」
東京芸術大学　「収書目録」N◎．23
東京大学史料編纂所　ギ大白本史料」第二編之十一，第三編之十四，第五編之二十一，
　　　　第七瓦之十六，第九編之十三，第十学田九，第十二編之三十九「大日本古文．
　　　　書」家わけ第十八，第十九，幕末外圏関係文書之二十八「大日本近世史料」
　　　　小倉藩人畜改帳五，唐遠事会所閉録二「大臼本古記録」旧暦，三二条師略記
　　　　下「史料編纂所図書目録第一部和漢書尉本編1」
東北大学丈学部　「東北方言実地調査蓑（文法の部）」
東洋癌化研究所　「薪収和漢閣書員録3（昭和32年度）」「薪収和漢図書冒録4（昭和
　　　　32年度）jr薪収和漢図書冒録5（昭和33年度）」「アジア地域関係文献速報」
　　　　第1号，　第2号，　象㌻3号
仲田庸幸　　「田舎教師の記」
名古屋大学蕎語学談話会　　「長崎県口之津方言素描（Dj（南不二男）　「現代日本語
　　　　の受身」　（石面幸雄）「クリカエシ」　（石垣幸雄）
西尾光雄　「サ変動詞“す・する”の補助的用法」
日本音響学会　　「明瞭度試験法の規準」’
．日本学術振興会　「昭和31年度綜合試験研究報告集録（人文科学編）」「科学試験癖究
　　　　報告集録（社会科学編）」ド研究報告集録社会科学編昭和33年版」
日本國語教育学会　　r国語の系統学習」　　　　　　　　・一
β本斬聞協会・斬聞目語懇談会　「外国映画人名の書き方j
H本新聞協会　rメートル法の使い方」r濡宇字体統一中間報告謝
中本放送協会　「スポーツ辞典藪，根撲」「スポーツ辞典狸，陸上・水上競技」「ス
　　　　ポーツ辞典翼，テニス・卓球競撲」　「テレビの用字・絹語と書き方」　「メー
　　　　1・ル突施要領」「放送気象用語集一増補改定資料一」
飯部四郎　　「NASAVZATION　OF　VOWELS　IN　RELATION　TO　NASALS」
林田明　「音声の蓑現とその効果」
広島大学国語学研究室　「古本説話集総索引（一）j
rw　pm．P．　riIi”HE　JAPANESE　LANGV’AGEj
藤壷与一　　「方雷地理学演習」　（愛宕八郎康隆。神螂宏泰）
．北条忠雄　「未分化土工としての痴態詞・様態詞の設定」「上代国語における母韻調
　　　　漁の吟味」
放送交化研究所　「第6回学校放送調査結果報告書」「音のライブラリー・資料リス
　　　　ト追加」「第一回テレビ学校放送調査結果幸賠書jr皇室関係放送用語集」
北海道：史料編纂所　　「史料所在薮録第五集」
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　松田正義’糸井寛一　　「大分二方嘗の旅第3巻」
　三上章　　「中称の承前作用」
　三沢光博　「国語史概説」
　明治丁丁　　「H本門法講座6」
　門門省　r国語教育と文法教門」「文章の構成法」「國語の褒現に及ぼした英語の影
　　　　　響」　r研究報告集録人文編（1）昭和33年版」　（目本学術振興会）　「就職状
　　　　　門門調査報告書（高等学校）」「学術口語集図書館学編」　「公用丈の書き方一
　　　　　資料集一」　「教科書から見た明治初期の雷管。：用脚の教育」　「国語問題問讐
　　　　　第六集」　「全国研究機関通覧（昭和33年版）」「外園学術莞1建誌補充霞録（昭和
　　　　　33年度）」
　矢野文博　「脚本に於ける語法の問題」
　山群久之　「“みる”“をる”“ある”の表現価値」「近世荊期三人称の主体待遇表現」
　睦上幕僚監部　「テレタイプ方式の比較研究に関する綜合報告」
　BRUCEL．　PEARSON　　「i新時代の交字」
　JOHANNES　RAIIDER　rE［　YMOLOGICAL　VOC　ABILILARY　OF　CKINESE，
　　　　　JAPANESE，　KOREAN　AND　AINUj
　PAUL　HERMAN　BUCK　［HARVARD　UN1VERS　ITY　LIBRARY　ANNUAL
　　　　　REPOR’1［t　FOR　THE　YEAR　1956－5711
鋤　逐次刊行物（おもなもの）
　愛タ灘学芸プ（学属外国コ女：学会　　「錘覇語貞門女：学幸艮」　7集，　8集
　愛知県教育丈化研究所　　「研究紀要」12集
　愛知県立女子大学　「紀要」9輯「説林」選，聾
　青山学院大学文学部　「紀要」2号
　秋田大学学芸学部　「研究紀要」7輯，8輯
　朝日聯隊東京本社記事審査部墨糸課　「ことば」57～67号
　明H香全社　　「明日香路」　10巻4号～12琴・11巻1移～3号
　跡晃学園　「紀要」3
　いずみ会　rlZUMI」25号～30号
　茨城大学文理学部　「紀要」8号
　牛山初男氏　「信濃」10巻10号。12号，11巻2号（信濃史学会）
　宇都宮大学学芸学部　「研究論集」1部，7号
　宇和島甫教育研究所　　「紀要」5集
　愛媛県教育研究所　　「紀要」24集～26集
　愛媛国語研究会　r国語研究」27号
　愛媛国語国文学会　　「愛媛国：交研究」7号
　：大分県立教育癖究所　　「研究報告」14輯，15輯
　大分県教育庁　　「教育広報」9巻12号，10巻1号
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大分大学学芸学部　　「研究紀要」7号
大阪学芸大学　「紀要」A6号，　B　6号
大wm立大学文学会「人文研究」9巻2号～11号，10巻1号～鍔
大阪市立大学文学史研究会　「文学史研究」9号
大阪女子大学丈学会　「女子大文学」10号
大阪大学丈学部　　「語：文」20輯，21輯
大下学園国語科教育研究会　「蘇究紀要」2号
大谷大学　「大谷学報」37巻4号，38巻1弩～3号
応用教育研究所　　「硬究集録」1集
岡山県教育研修所　　「報告」20号
お茶の水女子大学　　「人文科学紀要」11号
お茶の水女子大学色出交学会「国威jg域10号
羅道短期大学　「研究紀要」8蓋
開ノ1膿教育研究班　　「教育蕨究」11号A，B
門燈社「圏文学」1巻1，2，5，6号・2巻1～12号・3巻1～9那1号，12号・
　　　　4巻1～5号
鹿児島大学教育研究所　　「研究紀要」9巻
鹿児島大学文理学部　　「研究紀要」7号
神奈川県国語教育研究会　「麟語生蜜」2号
金～尺大学教育学音饗　　「糸己要」　6号
カナモジカイ　「カナノヒヵリ」427号～441号
鎌田良二K　　「国丈学研究会報」16号（愛媛大学国語国事学研究会）
関西大学鰍：学会魑文学」20号～24号
関西大学万葉学会「万剰2晦～3曙
関西学院大学日本交学会　　「目弓丈警研究」10巻1～3号
関西学院大学人丈学会　「人文論究」8巻4号，9巻1号～3号
観世会　「観世」25巻1号～12考，26巻1号～3号
岐阜大学学芸学部　「研究報告一人文科学一」6号，7号
九州大学國文学会　　「語文研究」8号
九州大学文学研究所　「文学論輯」5号
九州大学交学部　ギ文学碕究」57輯
教育技術連盟　　「教育技術」12巻IO－g～13号，13巻1号～12号「教育技術・幼児と保
　　　　育」3巻10号～12号，4巻1号～12号「小一一一・・教育技術」11巻10号～15号，12
　　　　巻1号～14号「小二教育技術■10巻10号～15号，11巻1号～14号f小三教育
　　　　技術」11巻10号～15号，12巻1号～14号「小四教育技術」10巻10号～15男，
　　　　11巻1号～i4号「小五教育技術」11巻10号～15号，12巻1号～14号「小六教
　　　　育技綴ず」　1G巻10号～15号，　11巻1号～14号　「教育技多母・中学教育＿1　2巻10号
2e4
　　　　～12号，3巻1号～12号「教育技術。社会科研究」2巻10号～12号「教育技
　　　　術・社会指導」3巻1号～12号
京都学芸大学　　　「学報j　A．12薦｝，　13号。B12号，　13号
京都女子大学四文学会　　「女子大騨文」8号～12号
甲骨大学教育学部　「紀要」Iv
京榔大学属文学会　「圃諮羅文」281母～294暑
京都大学人文科学研究所　「紀要」19冊～21冊，「調査報告」16号「ZINBUN」2号
京都大学「心理学評論刊行会」　　「心理学評論」1港2号
宮内庁書陵部　　「紀要」8号～10号
熊本女子大学　「学術紀要」10巻1号
熊本大学教育学部国文学会　「不知火」11号
熊本大学法文学会　「法丈論叢」10号
クラブ尖塔（大阪）　「尖塔」31号～34号
訓点語学会　「訓点語と説転資料」9輯，10輯
高知大学　　「学術研究報土」4巻～6巻
甲爾女子短期大学　「論叢」3琴
甲南女子短期大学函語願：交学会　　「甲爾国：文」2巻2号，3巻3号
唱曲藻『大学交学会　 「丈学会護命霧ξ」　7－rj一，　8号
神戸市外国語大学研究所　「神戸外大論叢」38～42号「タト国学資料」4号
神戸女学院大学覇：究所　　「論集」5巻1母～3号
神戸市立教育研究所　　「研多琶報告」28号
神戸大学国語国文学会　「国文論叢」7号
神戸大学文学会　附醜」7号
高野山大学　　「論叢」1巻
語学教育観覧所　　「語学教育」238号～240号
国学院大学　購｛学院雑誌」59巻2号～11丹，60巻1。2号
国学院大学調語研究会　　「国語務究」8号
国学院大十和三文学会　「和歌文学研究」3号～5号
麩1語学会　　　「1丞｛語忍会」　31率疑＝～35輯；
「禅語病室」友の会（京都）　季刊「国語教室」7～9尋
国際基瞥教大学　「アジア文化研究論叢」1輯
国立激育研究所　　「所報」38号～42号（終刊号）
国立教育研究贋　　「紀要」5一眠，7一豆，8一通・｝亨，10，11，12集
国立近代美術館　「年報」昭和31年
国立国会図書鉱　「園際交換通信」13号～29号「公報」9巻5号～12号，10巻1号～
　　　　12・1’］一，　11巻1号
古典遺産の会　　「古典遺産」5号
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「古典と現代」の会　「古典と現代」3，5，6号
駒沢大学　　「研究紀要」16号
駒沢大学史学会　「駒沢史学」7号
駒沢大学地理学会　ヂ駒沢地理」1号
埼玉県立教育研究所　　「埼玉教育」11巻1号
佐賀県立教育研究所　　「研究紀要」15号，16号
佐賀大学教育学部　「研究論文集」8集
佐賀大学文学会　「文学紀要」1号
佐賀竜谷学会　「紀要」6号
相模女子大学学術研究会　　「紀要」2号，4号
作文の会　「作文教育」5巻2号～10号，6巻1号～3号
肉陰民俗学会　「山陰民俗」17弩
三省堂出｝顕：K二K　　「：交：学．語学」　7号
滋賀コトバの会　「みんなのコトバ」4轡
滋賀大学学芸学部　　「紀要」8号
静岡県立教育研修所　　「教育研究」5号～7号
静瞬大学「文化と教育」研究会　「女化と教育」97号～104署
実践女子大学　　r爽践文学」3号～6求
縁濃教育会　　「信濃教育」855号～868号（858弩欠）
島根大学　「論集」4腎（社会）8号（人文）（教育）
昭和女子大学光葉会　「学苑」216号～228弩
初等教育研究会　「教育研究」13巻1号～13号（9号欠）14巻1号～3号
｛軽少Hブ（学　　「糸己要」　7号
信州大学教育学部　　「研究論集」9号
成謡講学園石テF多駐所　　　「所朝寒」　　1号
盈心女子大学　　「論叢」11集
成城大学文芸学部　　「成城文芸」13号～17暦
清泉女子大学　　「紀要」5弩
総理府統計局　　「研究彙報」9号
大看彦1食官　　　「国語教室」　73・73・～80辱｝　「高等国語教室＿1
大正大学．「研究紀要」43号
大正大学國文学会「圏非学踏査」復刊2号
千葉県立教育研究撰　「研究紀要」39集
中央大学願文学会　「中央大学国文」創刊号
中央大学上代文学会　　「上代文学」10号
中央大学文学部　「紀要」4号～6号
中國語学研究会　「申国語学」61号，62号，65号，67号
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帯塚山学院短期大学　　「研究年報」6簿
’電通KK：　「電通広告論誌」15・畢，16母
天理大学おやさと撰究所　　「日本文化」37号
天理大学国文学研究室　　「山辺道」4滞
天理大学人文学会　「天理大学学報」25輯～27輯「人文学会シリ…一ズ」1母
天理図書館　「ビブリァ」10号～12号
東京学芸大学　　「研究報皆」9集（8分珊）（10分騰）
東京教育大学文学部　「紀要」19号「紀要」一社会科学論集一5号
東京教育大学国語国交学会　「国文学署語と文芸」1号～3暑「國語」18暑，終刊号
東京教育大学「未定稿」の会　「未定稿」5号別柵
東京女子大学学会　「論集」9巻1号
束京女子大学比較丈化研究所　「比較丈牝」5穆「紀要」5巻，6巻
東京大学教育学部　　「紀要」2巻
東：京大学教養学部　「人下階学科紀要」一国文学・漢丈学哨V
東京大学新聞研究所　　「紀要」7号
東京都立大学人文学会　「人文学報」17号，18母
統計数理研究所　F彙報」1硬｝「数研研究リポー；・」3号，4・暦「統計研究通信」1
　　　　母
同志推女子大学　　「学術研究年報」9巻
：同志社大学人文学会　　「人文学」37号，41号
岡高社大学交化学会　「文化学年報」7韓
東販出版科学研究所　「読書世論調査」1，ff，班
東北学院大学文経学会　「論集」33号，34号
東北大学教育学部　「研究年報」v【
東北大学教養部　「文科紀要」1集
棄洋大学国語圏交学会　　「文学論藻」10号～12号
東洋大学平安文学研究会　　「王朝文学」燭干腸
東洋大学マス・コミュニケーション研究室　「マス・コミュニケーシaソ」1巻2号
東洋文化研究所　「紀要」14柵，15冊
徳島県教育委員会　　「教育月報jg9易～／09号
徳島大学学芸学部　　「学芸二言」一人文科学一7巻
鳥取県立教育上究所　「研究紀要」10集
富山大学文理学部　　「丈学紀要」8号
イ中田∫誌卍巴鋒氏　　　「國語研究」　29・号，　30一｝9一
名古屋大学華語備忘学会　閥語国文学」1号
名古屡火学文学部　「研究論集」7号
奈良女子大学文学会　　「研究年報一jI
　　　　　　　　　　　　　　　　　207
奈良女子大学附属小学校学習研究会　　「学習研究」129号，133号
日仏会館　「学報」新5巻1弩，2母
碍本フランス語学会
日本文学研究会
日本男芸研究会（仙台）
潤本放送協会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
日本民俗学会
日本民族学協会
日本ユネスコ協会連盟
日本pa　一マ二会
H本のローマ宇社
能楽思潮　　「能楽思潮」1丹～6号
花園大学禅文化研究所　　「禅学研究」49号
一瞥警プ（学経済研究所　 「経済研究」　9巻2男～4号，　10巻1号
広島女子短期大学　　「研究紀要」9集
広島大学学校教育研究会　「学校教育」474暑～497号
広島大学国語願交学会　　「国丁丁放」19母，20号
三島大学女学部　　「紀要」13号，14号
広島大学方醤研究会　「方言研究年報」1巻
広島回想：文芸τ糎多毫会　　　「吋コ1鷲：文芸」　13号，　15号
福井大学学芸学部　「紀要」8号
福井漢文学会　　「漢文学」7輯
福1遜学芸ブ（学　　　「藩己要」　8号
福岡学芸大学久留米分校教育研究所　　「研究紀要」8巻
福下女子大学文学部　「文芸と思想」16号
米国大使館交化交換局　「アメリカーーナ」4巻4考～12号，5巻1居～2号
放送文イ七研究所　 「調査研究報告」　3嚢碁「文研月幸艮＿183号～94号
北海道学芸大学　　「人：文論究」18　S－
1ヒ海道ブ（学一般教塗守部　　　「タト匡！藷◎タト国文学研究」　マ1
北海道：大学圏文学会　　「國語・蟹文研究」11号，12号
穂波嵐版社　「実践国語」19巻207号～214号　改題「実践国語教育」19巻2王5号～218．
　　　　号，2G巻219号～221琴
溝本音声学会　「音声学会会報」96号～98号
日本言語学会r　　「警語研究」　33琴，　34・竃卜
日本書籍K1三《二　　「教育手巾占」　82号～85号●87号
摺本i新聞学会　「薪聞学評論」8号
日本比較丈学会　　「会報」11号～16号
　　　　　　　　　　「フランス語研究」17号
　　　　　　　　「文学研究」11号，12号
　　　　　　　　　　　「文芸研究」28集～30集
　　　　　 rNHK国語講座」4巻1帰～6号，5巻1号
　　　　　　　「田本民俗学会報」1号～4号
　　　　　　　　「民族学研究」　22巻102号，　304賢
　　　　　　　　　　　「ユネスコ新聞」218号～251男・
　　　　 　　　「月干IJローマ宇世界」　重油ミ舌1号～3号，　506号～508号
　　　　　　　　　ム‘‘ROM：AZI　NO　MPPON”No．69～81
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三重県立大学　「研究年報」：一一一第一部一3巻1号
窟城学院女子大学　　「研究論文集」13号
武庫刀J学院女子大学　 「糸口要」　4集，　5集
武蔵大学学会　　「武蔵大学論集」9号～13母
野漁大学人文科学研究所　「紀要」11号
直垂台大学図薔館　　　「増力rl書B録」　82号～94男
：文堺田　「初等教育資料」95号～106母　「中等教育資料」7巻4号～15号，8巻1号
　　　　～2号
：文部省調査局統計課　　「文部統計速報」85暑～87号「教育統計」53弩～57号，　「指定
　　　　統計」13号，15弩，82愚
1よi形県立教育研究所　「由形教育」67．移～72号
球形大学教育学部圏語国文学研究会　　「霞語研究」10輯
山口女子短期大学　　「駿究報告」エ0愚
lij　q大学教育学部　　「覆浴蟄三盛翁叢」　7巻工号～3・号，　8巻1eg一～3号
山口大学文学会　「文学会誌」9巻1号，2号
横浜筆立大学　　ヂ人：文紀要」7輯
横浜市立教欝研究所　r研究紀要」8冊
立教大学文学部心理・教育学研究室　「心理・附子学科研究年報」2号
立教大学臼本文学会　「立教大学臼本文学」創刊弩
立正大学女学部　「論叢」8号～10号
立命館大学人文学会　　「立命館交学」154彗～164号
立命館大学臼本郷学会　「論究田本交学」8号，9号
立命館大学平安交学研究会　「平安文学研究」21輯，22輯
琉球大学方轡研究クラブ　「琉球方轡」創刊号
竜谷大学竜谷学会　「論集」358暦～360号
P一マ字教育会　　「ことばの教育」97～110号
畢稲田大学演劇薄物館　r早稲細演凝」4暑
早稲陥大学教育学部　　「学術研究」7号
早稲田大学圏文学会　「國：交学研究」17輯，18輯
早稲田大学史学会　「史観」52細，53紐
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?
務 報 告
A．庁舎および経費
（1）庁倉
　所在東京都千代照区神田一ツ橋1／1
　木造モルタル塗，2階建　建坪　本館　　321，709坪
　軽量不燃書庫　30，501坪　閲覧室　13，　985坪　計366，195坪
（2）経費
　昭和33年度予算　総額　32，687，　OOO
　　　　　　　　　　　　人件費　22，352，000
　　　　　　　　　　　　事業費　10，335，　OOO
B．評議員会
会長　土岐善麿
有光次郎（34．2．4就任）
金田一京助
颯田　琴次
土居　光知
野村　秀雄
松坂　忠則
副会長　波多野完治
伊藤忠兵衛
倉石武四郎
沢登　哲一
中島　健蔵
服部　四郎
宮沢　俊義
????????????
C．組織と職員
（1）予算定員
　教官32　事務職員16
②　組織および職員
國立国語研究所
職名
所　長
合計　48
実
???????
文子
武夫
誠記
文雄
三郎
匡輔（34。2．3辞任）
備　考
第1研究部
　霞重しこときま研多駐室
書きことば研究室
地方言語研究室
第2研究部
　國語教育研究室
言語効果研究室
第3研究部
部　長
室　長
室　長
補助員
　tt
? ?
tt
??
室　長
補助員
都　長
室　長
補助員
　tt
室　長
補助員
岩淵悦太郎
大石初太郎
飯豊　毅一
宮地　　裕
吉沢　典男
泉　喜与子
吉村　香苗
林　　　大
斎賀　秀夫
水谷　静夫
石綿　敏雄
橋本　圭子
高木　　翠
岡本美奈子
i西山洋子
　鈴木首合子
　渡辺　嘉子
柴田　　武
野元　菊雄
上村　幸雄
徳川　宗賢
白沢　宏枝
輿水　　実
芦沢　　節
高橋　太郎
村石　昭三
根本今朝男
崩又瑠璃子
永野　　賢
林　　四郎
渡辺　友左
宮地美保子
部制縛
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巖
33．4．1採用
33．4．1採用
33．8．31辞職
33．4．1採用
33。4．1採用
33．4．1第3研究部長に昇名…さ
　せる。
　第3部長心得を免ずる。
33．5．8第3研究部近代語研究
　室長を免ずる。
近代語研究室
第4研究部
　第1資料研究室
第2資料研魅
第3資米浮研究室
庶務部
　庶i務課
会計課
1　　隻圭　長　　　　見坊　　事端己
　　　　　　　広浜　文雄
｝　　　　　　逓藤　二子
陣員嚢三秋華
i
　　　　　　　岩澱｛・悦太良耳部長（併）
　室　長　　　松尾　　拾
　　　　　　　制AI　孝
i補助員蓋笛響
1　“　　露峰裕子
陰長窪驚
i襯員細濠i
1室長　上甲幹一
1　　　　有賀憲三i　　　高田正治
陣獺　躰解1
　　　　　　、遠藤嘉基1兼侵所員レ’陣原与一
1’1唯藤獣治l
i　部　長　　、尾綺源之助
1課長「三島良兼i課長補佐　1名古屋慎太郎
｝　　　i鈴木篁ご
　　　　　　　　　　　　　　　　i　　傍熊一郎｝補回議
i課長i黄木得二郎
1課騰購編
i　　　渋谷酬i　　　　　鈴木　事
1　　　西山　博
　　　　　　212
　33．5．9第3研究藻～近代語研多巳
　　室長に男イ垂させる。
L33．4。1採用
，33．9．30辞職
」　33．10．1採用
　33．4．1採用
東京大学教授
　広島大学助教授
　東北大学教授
…
?
?
1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　江頭健一i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田芳太郎　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見　と志　i33．6。30辞職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金田　とよi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　蹴・ち瞬駕獺
　　　　　　　　　　　　　補昼食員　　　　　　力口藤　　琴簾子　　旨
　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　i
　　　　　　　　　　　　非醐噸蘭尚i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図書室　　　　　　　室長（併）　1滋島　良兼　i
　　　　　　　　　　　　　　（併）綴義i
　　　　　　　　　　　、徽員朕塚通子i
　　　　　　　　　　　　D．内地留学生受入れ
　全国都道府県から内地留学生を迎えて，研究の便をはかっている。次にその
氏名・研究題目などを掲げる。
　　氏名　　学校　　　　概究野口　　　期間
　井凍　功　徳島購勝浦郡勝浦町立　小学校の国語学習指導にお　昭和33．6．1から
　　　　　　生比奈小学校教諭　　　ける文法の取扱いについて　”　33．8．31まで
　竹井典雄　宮崎累宮崎市立大宮小　国語科における表現指導に　昭和33，8。1から
　　　　　　学校教諭　　　　　　　ついて　　　　　　　　　　〃　34．L31まで
　佐藤性一　東北大学教育学部附属　児童の聞き方指導について　昭和33．　10．1から
　　　　　　小学校教論　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　34。3．31まで
　　　　　　　　　　　　　　　E．目誌抄
1958．5．13　　第38回国立国語研究所評議員会
　　　　　　　　議事
　　　　　　　　　1．　昭和33年度の研究計画
　　　　　　　　　2．　その他
　　　5．29～30　第17回文部省所轄ならびに逆立大学付置研究所長会議（日本
　　　　　　　　学術会議で）
　　　6．19～20　第9回文部省所轄機関事務協議会（籍根強羅で）
　　10．16～17　第11回文部雀所管研究所事務協議会（九州大学で）
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11．　6”一7
11．　14
12．　2
　　12．　20
1959．　2．27
3．．　6
文部省所管研究所長会議第3部会（神戸大学経済経営研究所
で）
埼玉県羽生市羽生部会国語研究部五月女栄次郎（羽生市立井
泉中学校教諭）以下12名研究所見学
第39圃国立国語研究所評議員会
議事
　1．　研究事業の中間報告
　2．　その他
国立国語研究所出立記念臼
第40回国立国語研究所評議員会（臨時会）
議事
　1．　会長，副会長の選出
　2．　その他
国立国語研究所創立10周年記念祝賀式
ところ　予代田区神田錦町3丁冒28番地
　　　学士会館
！．開会
　2．　あいさつ
　　　　国立国語研究所長　西尾　実
3．祝辞
　　　文部大駆橋本竜伍
　　　　日本学術会議会長　兼重寛九郎
　　　国立教育研究面長　関口　隆克
　　　国語学会代表理事　時枝　誠記、
　　　　日本芸術院会員　山本　有三
4．　あいさつ
　　　国立国語研究所評議員会長　土岐　善麿
記念出版　国立国語研究所論集1
　　　　　ことばの研究
　　　　　　　　214
3．　7
3．　31
国立国語研究所創立十周年記念講演会
ところ　千代田区神田一ツ橋
　　　一ツ橋講堂
　現代語の発展のために
　　あいさつ
　　　国立国語研究所長　西　尾
　　明治初期の書きことば
　　　所員　山　田　　　巖
　　現代語の標準
　　　所員　林　　　　大
　　話しことばの文法
　　　所員　大　石　初太郎
　　これからの日本語
　　　所員岩淵悦太郎
第41園国立国語研究所評議員会
議事
　1．　昭和34年度研究事業計画
　2．　その他
実
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昭和35年2月
国立国語研究所
東京都干代田区神田一ツ橋1－1
電話九毅（331）代表4295
UDC　058：495．　6
NDC　810．　5
懸 躍鵡
e?????????????????????????
???????????????
【??????
???行???????
?????????
??????
立???? ?????
国立鼠語研究所報告1
．圏立躍語研究所報告2
国立国語研3冠海幸艮告L3
飼立照照研究所報衝4
．国立国語研究所報告5
．国立国諾研究所報告6
国立国語研究所報告7
国立国語研究所報砦8
国立閾語研究所報告9
国立国語研：究所報告10
国立困難研究所報告11
国立国語研究所報告12
岡立圏語研究所報告13
閣立国語研究所報彼推4
国立国藷研究所報告15
出立国語研究所報着16
八丈島の言語調査言鳥講。。轟隷。藩態（秀英出版解1￥　30e．　oe）
規代語の助詞・助動詞　　　一用法と．実例一婦人雑誌の用語　　　　一現代藷の語彙調査一地域．鞍盆鹸。暴語生活（醐謝
少　　年　　　と　　新　　　聞
　　一小学生・中学生の新闘への接近と理解一
入門期の華語能力談　　話　　語　　の　　実　　態
読　み　の　実　験　的　研　究
　　一音読にあらわれた読みあやまりの分析一
低学年の読み書き能力敬語と敬語意識総合雑誌の用語（前編）　　　一現代語の護彙調査一
総合雑誌の用語（後編）　　　一現代諮の語彙調養i一
中学年の読み書き能力腸治初期の薪聞の用語ll本方書の記述的研究（明活欝院予11￥　goe．　eo）
国立岡語研究所資料集1
圏立醒語研究所資料集2
蟹天満語研究所資料集3
圏立国語研究所資料集4
国語関係刊行書目（昭和17～24年）
語　　　　彙　　　　調　　　　査
　　　　一現代紙聞驚藷の一醒一
送り仮名法資料集閥治以降国語学関係刊行書幅（
腎耀翻纏共著
昌編網矯共著
国立国譲研究所編
国立述語研究所編
組立岡多研究所編
国立国語研究所編
購立国語研究所編
国立國語研究所編
高　　校　　生　　と
青年とマス・コミ????????????? ??????｛ ｛
ユ　 ニ
鑑　（昭　禾目　29　臼三　荒反）
鑑　（fl召　禾R　30　壬F；｝仮）
鑑（昭和31年版）
鑑　（日義　矛臼32tf一　版）
鑑（昭和33年版）
鑑　（fi召　禾0　34　ゑ移　｝坂）
???。?????》…（???
書冊刊
?
??????》（
??
??????
??????????????? ? ?????（?
（（???????????
??
ヨ
????
ケ
??????????? ?? ??????????
????
??
??
4
? ?
?????
? ??
　　　　　　　　　　　　　1958’一1959
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LANGUAGE　RESEARCIfl　INST1TUTE
　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENS
Foreword
Outline　of　Research　from　April　1958　to　Mareh　1959
Research　in　Sentence　Pattems　of　Colloquial　Japanese
Research　on　She　Vocabulary　in　Magazines：　General
　descyipt圭on　a獄d　a鰍王ysis　of　loa隷words
Survey　for　Linguistic　Maps　o£　Japan
Survey　on　liokkaid6　Dialects
Study　of　Language　Development　of　Schoo1　Children
Study　in　Readability　of　Newspaper　Sentence
Study　on　the　Japanese　Language　oi　the　Meizi　？eriod
Research　in　Speciai　Other　Problems
Others
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